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印伝革の基礎的研究

伊藤和彦ホ・中川成男事

(昭和泊年8月10日受理〉

BASIC RESEARCH ON THE INDEN LEATHER 

Kazuhiko ITOH and Shigeo NAKAGAWA 

Abotract 

Japanese ancient Inden leather has been made from a white leather tanned with the extract from 

rotten cattle brain. This leather has an unique touch and very good softness. 

Dried deer skin is soaked and f1eshed， followed by shaving the greater part of grain layer with hair 
follicles. The resultant pelt is dried and staked before tanning with the extract from rotten cattle brain. 

After tanning it is staked again as drying. 'Finally， the leather having a smooth grain is obtained when 

the grain surface is burnt by a heated plate after stretching. 

Some histological investigation on this white leather and chemical analysis of components in the rotten 

cattle brain having tanning effects were undertaken. The chief points in the results wil1 be described 

below. 

1. It was observed by light microscope and scanning electron microscope that collagen fibre bundles in 

the reticular layer of the white leather get loosed while the skin is staked before and after tanning. 

2. We ∞uld microscopical1y find some decomposed components of neutral fat and phospho 1ipids in 

several vertical sections of the white leather. But the total fat contents in the white leather was 

une}(pectedly very little. 

3. It was clear from the results of the solvents separation of lipids and gas chromatography of aldehydes 

in the rotten cattle brain that the lipids of the cattle brain were decomposed and oxidized to produce 

fatty acids， lower molecular aldehydes and others during a storage of about one year. 

However， the tanning effect of aldehydes in the rotten brain appeared doubtful as judged by the 

tests of shrinkage temperature， solubility of collagen to hot water， acid and alkaline solution， and trypsin 

treatment for this leather. 

The shrinkage temperature of this leather was 50.0 .C and aldehydes content (% HCHO) was 0.03 

based on dry weight. 

It seems that loosening of col1agen fibre bundles is an important factor for the good softness of the 

white leather， while the unique touch of the white leather is due to the presence of some decomposed 

components of phospho lipids penetrated into the white leather. 

緒 書

日本の伝承皮革には，印低革と姫路自担(以下姫路白

革と記す)とがある。 印伝革は 1年以上ウシ脳を腐敗

させてえられ，脳援と俗称される白色及び褐色のベース

ト状分解産物で鹿皮を処理した脳禦なめし白革から製ら

れる。一方姫路白革は酵素脱毛した牛皮をなたね油でな

めした革で，何れも原始的ななめし法であって，生皮iζ

*畜産製造学研究室

油脂分を入れて，もんで柔らかくする基本的な製造法に

共通点がある。

姫路白革に関しては杉田ら}-7)の一連の研究報告があ

るが，脳紫なめしに関連する研究はわずかに清水らのの

1報が見られるだけである。

脳髄なめしの研究で，清水らωは漫酸牛皮を用い，腐

敗したウシ脳でなめして，五酸化リンの収着轟から，メ

タ魯リン酸塩のなめし効果と，アJレデヒドの定置結果か
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ら酸化脂肪のなめし効果について推論している。 脳奨なめし白革の製造過程で，鹿皮網状層組織及びコ

著者らは口伝でしか伝えられていない印伝革の古来の

製造法を出口と共に調査して，その概要は出口 9)が報告

した。乙の報文では，古来の製造法で鹿皮から製造した

脳紫なめし白革について，まず走査型電子顕微鏡と光学

顕微鏡によって，革の線維構造の分離の状態と脳奨脂質

の分布を観察し，ウシ脳脂質の酸敗による変性は溶剤分

画法によって分解産物の概要を知り，特になめし成分と

考えられるアlレデヒド類については，ガスクロマトグ

ラフィーによって検討した。更に乙の脳紫なめし白革の

特性を知るために，革の熱、収縮温度，熱水溶脱窒素量，

耐酸耐アルカリ性，耐酵素消化性などから，なめしの程

度を姫路白革，セーム革など他の類似した革と比較し，

革の機械的強度についても セーム革と比較して検討し

fこ。

印伝革は脳紫の刺激的な異臭と前近代的な作業性とか

ら，古来から伝承されたままの製法では乙の10年来製造

されることがなくなった。乙の時機を逸すると現在日本

だけにしか残存していない脳紫なめしの機構を解明する

乙とが困難となると考えて乙の研究を行った。

試料及び試験方法

1. 脳紫なめし白革の調製

原料皮は中国産鹿皮を用いた。鹿皮原料皮は一昼夜水

潰して吸水軟化させ，その後肉面の脂肪及び皮下結合組

織を裏打によって除去して.せん刀で毛根と共lζ乳頭層

の大部分を削りとる いわゆる“銀落し"を行った。水

漬をして，生皮の状態で乾燥する前に，へら掛けを行い，

皮の線維構造を機械的にもみほぐしてから，脳袈なめし

を行った。鹿乾燥皮重量に対して10%の脳紫を2005ぢの

温水 (400C)に溶解して， 30分間ドラムを回転した。

革は乾燥の過程で再びへら掛けを行ない，乾燥した。

2. 試料の採取

検鏡用試料は原料皮と，脳葉なめし前と後の段階で，

背線にそって，パット部から直径16mmの円形試料を順

次打抜き，試料皮片を採取した。

機械的強度測定のため試料は，左右のパット部から12

x22cmの試料革片を採取し 機械的強度を測定後の試

料は革の一般組成分析のための試料として使用した。

熱収縮温度測定の試料はパット部より，背線に平行な

方向で 1x 6 cmの試料革片として採取した。

また革の各種溶解性の試験には ノてット部から採取し

た試料をウイレーミルで粉砕し 2mm目のふるいを通し

て使用した。

3. 走査型電子顕微鏡による観察

ラーゲン線維束の分離の状態を観察するために，走査型

電子顕微鏡による観察を行った。前記の採取した試料皮

片を約5xlO mmの大きさに切断し，真空蒸着装置(日

本電子製JEE3B型)で炭素及び金の二重蒸着をした。

使用した走査型電子顕微鏡は日本電子製U3型である。

4. 光学顕微鏡による観察

鹿皮網状層組織の線維の分離の状態は，光学顕微鏡に

よって観察し，また脳紫なめし後の中性脂質成分及びリ

ン脂質成分の分布状態をそれぞれ観察した。

試料皮片を10%ホルムアルデヒド液中で一夜固定した

後，ゼラチン包埋し，氷結用ミクロトームで20--30μの

厚さに切った。染色法としてエラスチン線維は Weige

rt法の緒方氏変法則を用い，中性脂質はスダンプラッ

ク， リン脂質はジフエニルカルパソ事ンを用いる岡本らの

方法11)を用いた。

5. ウシの脳脂質の酸敗による変性

脂質の抽出はクロロホjレム，メタノールの 2: 1混液

で行った。新鮮ウシ脳及び脳紫に20倍最の溶剤を加え，

ブレンダーでホモジナイズし，乙れを遠心分離した。 ζ

の残さに溶剤を加えて再抽出を 2回行った。指質を抽出

した溶剤中に混在する非脂質成分は Folch法mで除

いた。脂質の収量は新鮮脳から10.35杉，脳紫からは7.7

9ぢで、あった。乙れらの脂質抽出の操作は窒素気流中で、行っ

た。

1) 新鮮ウシ脳及び脳紫の一般組成と脂質の特数

新鮮ウシ脳と脳棄の一般組成の分析はJISK6550 

に準じて，水分，タンパク質，脂肪及び全灰分を測定し

て，脂肪分を測定した後の試料について，白井ら13)の方

法で結合脂肪を測定し，前者を遊離脂肪分，後者を結合

脂肪分とした。また全灰分測定後の試料を 6N塩酸で溶

解して， BARTLETγ法で14)リンを定量しア Jレデヒド類は

HIGHBERGERらお)の方法で試料を蒸留して，流出液につ

いてL.APPINI ら附の方法で 2.4-DNPH誘導体とし

て比色定量した。アンモニア態窒素は水蒸気蒸留法¥7)で

測定した。

次lと脳紫脂質の加脂効果に関係がある脂質の特徴を新

鮮脳脂質と対比して測定した。酸価，ケン化価，ヨウ素

価などは日本油脂化学会の標準分析法18)で測定し，遊離

脂肪酸は DOLE法1ので測定した。

2)溶剤分画法による脂質の分離

アセトン，エチルエーテJレ及びピリジンを用いて，新

鮮ウシ脳及び脳紫から抽出した指質を分画した。

アセトンに可溶のレシチン ケフアリンのようなグリ

セロリン脂質及びピリジン可溶の糖脂質とピリジン不溶
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のスフインゴミエリンなどを分離測定しm，新鮮ウシ脳

から脳葉へと，脂質の酸化変性の状況を検討した。

3) 脳殺のアルデヒド成分

脳懇中には，ウシ脳脂質が 1年間の貯蔵中に空気酸化

又は自己酸化によって生成したアルデヒド類が含有され，

その量が多ければ乙れらによるなめし効果が考えられる。

それで脳紫及び脳紫なめし白革から BL∞M の方法制

でアルデヒド類を抽出し，清水らの方法22)でガスクロマ

トグラフィーを行って，アルデヒドの種類を同定し，ま

たアノレデヒドを 2，4-DNPH誘導体として定撤した結

果から，アルデヒド類のなめし効果を検討した。

6. 脳棄なめし自革の特性

脳棄なめし白革及び同じ嵐皮から製られるセーム革に

ついて，一般組成及び機械的強度を測定して比較し，更

に熱収縮温度 (Ts)，熱水溶解性，耐酸，耐アルカリ

性，及びトリプシンによる消化性についても試験を行っ

たが，乙れらの試験の試料は，脳紫なめし白革の外IC，

姫路白革，セーム革など脳紫なめし白革と類似した革と

鹿生皮及びセーム革の前なめしとしてのホルマリン革な

どを用いた。

1) 試料革の一般組成

鹿生皮と前記の 4種類の革について，前記脳紫の分析

で述べた方法で，水分，皮質分，遊離脂肪，結合脂肪，

全灰分，ホJレムアJレデヒドとして表したアルデヒド類及

びリンの含量を定蔵した。

2) 革の熱収縮温度 (Ts)及び各種溶解性

革のTsはALCA公定法によって測定した。

熱水iζ対する溶解性は，十分吸水させた革を50，60， 

70及び800Cで2時間振とうし，急冷して櫨紙 (Toyo

No.I0l)で漉過した。雄液の全窒素をケルダール法で

定麗し，試料の全饗索iζ対する百分率で示した。

酸，アJレカりに対する溶解性は0.1， 0.5， 1.0及び

2.0Nの塩酸文は水酸化ナトリウム溶液中で， 250Cで

2時間撮とうし，雄紙 (ToyoNo.101)で描過した。温

液の全窒素を試料の全輩棄に対する百分率で示した。

3) トリプシンによる革の消化性

トリプシンによる消化性は，粉末トリプシン(和光純

薬社製)を ATKINS.PANTINのホウ酸境緩衝液iζ溶解

して作製した最終 pH8.25の0.1%トリプシン椿液中で，

革の粉末試料を25'tで 1，4， 8及び24時間振とう処

理した。油紙 (Toyo No.lOl)で捕過し， 0.1 %トリ

プシン溶液の窒素置を差引いた溶脱窒素置を試料の全窒

素置に対する百分率で表わした。

なお供試トリプシン標品の力価はカゼインK対して，

萩原法23)によって測定した。本酵素 1g 当りの力価

P免~ 27t"f 
Pu -f-Tyr は約1.250であった。

結果及び考察

1. 組織学的観察

鹿皮原料皮及び脳棄なめし白革を走査型電子顕微鏡で

観察した結果を Pla te 1 -4 Ie:示した。 Plate 1に

示した原料皮の網状層の線維東は銀函に平行に走る

傾向が見られる o 脳棄なめし前の Plate2では，な

めし前にへら掛けをして乾爆するへら掛けの効果が，線

維束の分離の状態に見る乙とが出来る。脳震なめし後も

乾燥前にへら掛けが行われるが，銀面の状態を示した

Plate 2及び線維東を拡大撮影した Plate4からも，

繰返したへら掛けによる線維束の分離の状態が認められ

る。

次lζ光学顕微鏡による観察から得られた写真は

Plate 5 -8 IC示した。鹿皮原皮及びなめし前にへら

掛けをした皮のエラスチン線維を染色した Plate5お

よび6は，走査型電子顕微鏡で見られた線維の分離の状

態を一層明確に示している。また Plate5の原料皮で

は毛包の周辺に特にエラスチン線維が多く見られる。鹿

皮の硬い銀面はとのエラスチン線維の分布に原因がある

と思われ，印伝革ではとの部分を削り取って柔らかい革

にする。

中性脂肪として染色されたものは Plate7に見られ

る通り，皮の外踊から特に銀面から多く浸透し，十分に

は拡散されていない。乙れに反してリン脂質として染色

されたものは，乳化分散する力が強いためか，皮中に均

一lζ分布している。 ζれらの脳禦脂質は，中性脂質もリ

ン脂質も 1年以上の貯蔵Kよって変性されていると考え

られるので，次に乙の点iζ関する化学的な検討を行った。

2. ウシ脳脂質の融敗による変性

新鮮ウシ脳と脳葉白色部及び褐色部について，その一

般組成を分析した結果を Table1に示す。

新鮮脳と脳策とを比較すると，タンパク質は新鮮脳に

対して脳紫白色部が 1/3，同褐色部が 1/2!e:減少し，

遊離脂肪及び結合脂肪も，新鮮脳に対して脳紫では 1/

2から 1/4まで械少した。脂肪中のリンの畳も同じく

激減している。乙れらの結果はウシ脳のタンパク質や脂

肪が 1年間の貯蔵中に分解変性した結果を示すもので，

アンモニア態窒素及びホJレムアルデヒドとして表したア

ルデヒド類の増畳としても表れている。

ウシ脳がドラム缶中で貯蔵されると，その際表面に近

い処は空気にふれて，褐色の脳棄となり，深部は嫌気的

iζ酵素分解されて白色の脳禦となる。乙の白色部が脳紫

なめしには良質の材料であると言われている。
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Table 1 General Composition of the Catt1e Brain 

Moisture Protein NHg-N Ash Fat Fat HCHO P P 
( free ) (combined) (in fat) 

% % 9彰 % % 9杉 9ぢ 9彰 9杉

Fresh brain 76.1 10.3 0.001 1.5 13.4 0.4 0.012 0.27 0.27 

Rot(twen hitber) ain 88.2 3.2 0.18 2.4 5.4 0.1 0.033 0.26 0.002 

Rot(tbern owbrna) in 84.5 5.1 0.07 4.9 3.8 0.2 0.061 0.83 0.002 

Table 2 Specific Character of Lipids in the Cattle Brain 

Lipid of fresh Lipid of rotten 
cattle brain cattle brain 

Acid value 24 90 

Saponification value 117 276 

Iodine value 56 42 

Free fatty acid (%) 8.9 28.3 

Fresh 
brain 

Pyridine 忽

insoluble matter 7 

Pyridine 14 
soluble matter 

Ethyl ether 52 
soluble matter 
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Fig.l Solvent separation of lipids in the 
cattle brain 

次i乙新鮮ウシ脳脂質及びその酸敗変性した脳葉脂質の

酸価，ケン化価及びヨウ素価等の特数及び遊離脂肪酸と

リン脂質などを測定した結果を Table21ζ示す。

脳紫脂質の酸価は新鮮ウシ脳脂質の酸価の3.75倍で，

遊離脂肪酸を測定した結果も，脳紫では新鮮ウシ脳の3.

18倍となり，ケン化価は2.36倍となっている。これらは

新鮮ウシ脳の脂質が酵素による分解，変性をして，分子

が小さくなったものと考えられる。

また脳紫のヨウ素価も新鮮脳の75%に減少している。

次に溶剤分別法によって，新鮮ウシ脳及び脳紫から脂

91 質を分離した結果を Fig.l1[.示した。

新鮮ウシ脳脂質のアセトン画分は27%であったが，脳

紫脂質では乙れが91%となり， 3.37倍に増加している。

アセトン画分は中性脂肪，コレステロール及び遊離脂

肪酸を含む加ものであり，前二者の増加は考え難いので

大部分は脳脂質の分解による遊離脂肪酸の増加による値

であると考えられる。また乙れは Table2に示した

DOLE法による遊離脂肪酸量の測定結果とも近い値であ

る。

レシチン，ケフアリンなどのグリセロリン脂質に相当

するエーテル可溶部及びスフィンゴミエリンに相当する

ピリジン不椿部は，新鮮脳から脳紫へ著しく減少し，ピ

リジン可溶部の糖脂質もかなり減少した。
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Fig.2 

A 

Brown 
pas旬 4 

10 
R蜘 ntiontime (min) 

20 

10 15 
R山崎伽 time(min) 

Gas chromatograms of 2.4-DNPH deriv-
atives of low moleculer weight aldehydes 
in rotten cattle brain 

Condition :Collum (3 mmX 2 m) packed with 159彰

Silicone SF-96 on Chromosorb W A W (60/80me). 
Temperature， injection temp. 270

o
C， column temp. 

220oC， Carrier gas N2 0.1 kg / cm2) FID 
H2 0.6 kg/cm Air 0.6 kg/cm2. Apparatus， 
HITACHI K-53 type. 

3. 脳紫のアルヂヒド成分

脳景褐色部iζ含有されるアルデヒド成分の内，比較的

低分子轍アJレデヒドの2.4-DNPH誘導体iζついて，

ガスクロマトグラフィーによって検出した結果を Fig.

2AK，また脳禦白色部についてえられた結果を Fig.

2Bf<:示す。

比較的低分子量の各アノレデヒド標品についてガスクロ

マトグラフィーを行い，標品毎の保持時間を測定した結

果から， Fig.2の各ピークは次のアルデヒドと考えら

れる。 A 1)ホルムアルデヒド 3)アセトアノレデヒド?

4)アクロレイン及びプロピオンアルデヒド 5)プチル

アJレデヒド 6)グリセルアJレデヒド 7)カプロシアルデ

ヒド 2)は不明 Bl)ホJレムアルデヒド 3)アセトア

ルデヒド 4)グリオキザJレ 5)アクロレイン及びプロピ

オンアルデヒド 7)プチルアルデヒド 8)グリセルアル

デヒド 9)カプロンアルデヒド 2) 6)は不明

試料を長期間臓敗させた脳震で，アJレデヒド以外に多

種類の分解産物を含有するためか ガスクロマトグラム

上のアルデヒドの分離が良くないが，低級アJレテ;ヒド類

の概要は知るととが出来た。

4. 脳紫なめし自革の特性

1)脳甥なめし白旗の一般組成

脳紫なめし白革と鹿生皮，姫路自革，セーム革及びセー

ム革の前なめしとしてのホルマリン革について，それぞれ

水分，皮質分，遊離及び結合脂肪，灰分，アJレデヒド及

びリン (P)を測定した結果を Table3 f<:示す。

試験lζ用いた革は一般的な製革工程上の加脂は行って

いない。前記の革は比較のための鹿生皮及びホリマリン

革は別として，その他は油なめし革と乙れに類似の革で

あるから，効果は別としてなめし工程で油脂を用い，

脳紫のように予め酸化分解させたものを使うか，革中で

油を酸化させるもので、ある。したがって用いた油脂が酸

Table 3 General Composition of Skin and Leathers 

Moisture Hide *F(aft r * Fat * Ash* HCHOホ

substance ( fred) (combined) 
p* 

% % 分6 % % % % 

Deer skin 17.4 99.6 0.2 0.1 0.01 

Brain tanned 17.8 96.4 1.0 2.2 0.3 0.03 0.04 
white leather 

Hilmeaetjhi 
er 
white 15.8 98.3 1.2 0.5 0.05 

Formaldehyde 18.4 98.4 0.2 0.6 0.89 
leather 

Chamois leather 18.4 92.9 1.8 2.5 1.7 1.16 0.05 

* based on dry weight 



明らかで，セーム革とその前なめしとしての

ホルマリン革は， 50
0

Cの溶脱窒素と殆んど

変らなかったが，脳紫なめし白革，鹿生皮及

び姫路白革は明らかな相違を示し，乙の順で

溶脱窒素が多かった。

乙れらの革に塩酸と水酸化ナトリウム溶液

中に溶脱する窒素量から，耐酸，耐アルカリ

性を測定した結果は Fig.4 I乙示した。塩

酸lζ対する溶脱窒素量は lNまでは鹿生皮，

脳紫なめし白革と姫路白革がセーム革とホル

マリン革より僅かに多い程度であるが，乙れ

が2Nになると明らかな差を示し，脳葉なめ

し白革，姫路白革及び鹿生皮の順iζ格脱窒素

量が多く，セーム革とホルマリン革は塩酸濃度の増加に

よる溶脱窒素量の増加は殆んど認められなかった。水酸

化ナトリウムの場合は乙れらの結果が更に強調された。

トリプシンに対する消化性を処理時間と溶脱窒素量の

函数で求めた結果を Fig.5 Iζ示した。 1時間の処

理で，溶脱窒素量に明らかな差を示し，脳紫なめし白
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Shrinkage Temperature of Leathers 

pH Ts 
(neutralized 
leathers) 
。C

Ts 

Table 4 

65.8 

55.0 

。C

63.5 

50.0 

5.90 

3.32 

Deer skin 

Brain tanned 
white leather 

Himeji white 
leather 

55.5 54.5 3.58 

76.3 76.6 3.82 Formaldehyde 
leather 

79.3 80.5 

化変性しているためか，脂肪含量として抽出，定量され

る量が非常に少なかった。

またホルムアルデヒドとして表したアJレデヒド類の量

は脳紫なめし白革及び姫路白革も共に，予想される量よ

りも著しく少なかった。脳梁は保存中iζ揮発性のアJレデ

ヒド類が相当量消失し，姫路白革ではなたね油を皮に塗

布して臼に干すだけで，油なめしの様i乙油の酸化lζ好適

な温度まで加温をしないので，十分にアJレデヒドまで分

解が進まないためではないかと考えられる。

2)革と熱収縮温度及び各種溶解性

前記の各種革の熱収縮温度 (Ts)を測定した結果を

Table 4 Iζ示す。

脳棄なめし白革と姫路白革は何れも， 60
0

C以下で鹿

の生皮より低かった。革のpH価は両者ともに 4以下で

あったので，革のpH価がTsl乙及ぼす影響を考えて，

ピリジンで中和してTsを測定したが，やはり生皮より

高くならなかった。しかし脳棄なめし白革のTsは清水

らのの結果と，また姫路白革のTsは杉田ら 2)の結果と

合致する。

油なめし革のTsは一般に低く， 600C前後と報告さ

れているが24) 乙れは油なめし中に皮のTs以上に加熱

されるからであると説明されている初。乙の研究で使用

したセーム革は乙のような障害をさけるために行われて

いるホルマリン前なめしをしたセーム革を使用したので，

Table 1 IL示したアルデヒド含量も多く， Table 4 Iζ示

したTsも高かった。

次に乙れらの革の熱水安定性を500Cから800Cの間

で溶脱する窒素量で比較した結果を Fig.3IC.示す。

50
0

Cの温度では溶脱窒素置に大きな差はなかったが

60
0

Cを越えると明らかな差を示し，溶脱窒素量は鹿生

皮，脳紫なめし白革，姫路白革，セーム革及びホルマリ

ン革の順に少なくなった。 800Cになると乙の差は一層
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革と姫路白革の溶脱輩索量が特に多く，鹿生皮，セーム

革及びホルマリン革の順に減少した。

以上述べた熱水，酸，アルカリ及び卜リプシン等に対

する溶脱輩紫盤から，鹿生皮，脳禦なめし白革，姫路白

革，セーム革及びホルマリン革の特性を比較すると，姫

路白革だけが牛皮を原料とするなど条件が異なるので，

完全には一致しないが，全般的にはコラーゲン線維に対

するなめし剤の架橋形成のありかたを反映するものと考

えられているTsの測定結果と合致する結果をえた。

3)脳鍍なめし白革の機械的強度

最後に脳棄なめし白革の引張強さ，伸び，引裂強さ，

見かけの比重及び剛軟度をセーム革との対比で測定した

結果を Table5 f<:示した。脳架なめし白革は感触的に

はセーム革とよく似た革で，滑らかで柔らかく伸びのあ

る性状は測定結果によく現れているが，セーム革と比較

すると，引張強さが僅かに大きく，伸び，引裂強さは少

し小さく，見かけの比重は殆んど変らないが，剛軟度は

柔らかいと言ってもセーム革と比較すると明らかに低かっ

た。

以上の結果を脳紫なめし白革のなめし効果について総

括すると， Tsは50.0
0

Cで，アルデヒド含量はHCH

Oとして0.03%であり，耐熱水，耐酸，耐アルカリ性及

び酵素に対する消化性などを見ると，鹿生皮，姫路白革

などと類似して，なめし効果は極めて低い。

乙の事は脳策なめしの前と後lζ乾燥しながらへら掛け

をする独特の製法と合せて考えると，皮の軟化はコラー

ゲン線維束のほぐれが主な要因であり， ζのへら掛けを

容易にし，しかも印伝革に特有の優れた感触を与えてい

るのが脳棄の貯蔵中K分解して生じた比較的低分子の脂

肪酸及び、アルデヒド類で，特にリン脂質分解物の影響が

その組成からみても大きいものと考えられる。

耐水性及び安定な染料の染着が要求される現在の製革

法では考えられないが，油脂を用いて，単に機械的に皮

線維をもんで柔らかくするのが原始的製革法の一つのあ

り方である。

要約

印伝革の素材となる脳紫なめし白革はどのような革か，

走査型電子顕微鏡と光学顕微鏡で皮練維の分離及び脂質

の分布状態を観察した。なめし剤となるウシ脳について

は，新鮮脳を 1年間貯蔵して腐敗させた脳紫について，

ζれらの一般組成と共1<:，貯蔵中の酸敗による脂質の変

性成分を溶剤分画法によって分離すると共f<:，特iζ低分

子のアルデヒド成分についてはガスクロマトグラフィー

によって分離同定した。脳架なめし白革の特性に関して
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Table 5 Mechanical Properties of Leathers 

Thickness Tensile Elongbarteiaok n Tongue tear Apparent Stiffness 

strkeg n/gtmh m= at strength density 
mm  % kg/mm mg 

X S.D. X S.D. X S.D. X S.D. 
X g/cm3 

S.D. X S.D. 

Brain tanned 1.2 0.16 4.1 0.75 61 
white leather 

Chamois leather 0.7 0.14 2.6 0.76 66 

は，乙の革と類似の姫路白革，セーム革などと比較して，

熱収縮温度，熱溶脱窒素，耐酸，耐アルカリ性， トリプ

シン消化性などの相違から検討し，最後に革の機械的強

度についても試験を行った。得られた主な結果は次の通

りであるa

1)脳紫なめし前後のへら掛けの効果が，皮線維の分

離の状態から認められた。 2)新鮮脳と脳梁との比較で，

一般分析，脂質の特数，脂質の溶剤分画及び、アjレデヒド

の同定などの結果から，ウシ脳の脂質は酸敗lとより，低

分子のアルデヒド，遊離脂肪酸などに変性されているの

が認められた。 3)脳紫なめし白革の特性を，乙れと類

似の姫路白革，セーム革などと比較すると，耐熱，耐酸，

耐アルカリ，耐酵素性などから，姫路白革，鹿生皮とよ

く似た性状で，乙れらの結果からみて，なめしの効果は

かなり少ない。

印伝革の柔軟性は鹿皮線維の特別な性状とコラーゲン

線維東のほぐれによるものであり，特有の滑る様な感触

は脳の貯蔵中に生じたリン脂質分解産物の影響が大きい

ものと思われる。特に有効な鞍皮成分はなく，油脂を用

いて，単に機械的に度線維をもんで柔らかくするのが原

始的製革法の一つのあり方である。
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Plate 1. Plate 2. 

Plate 3. Plate 4. 

Explanation of Plates 

Plates 1-4 are scanning electron micrographs and Plate 5-8 are photomicrographs. 

Plate 1. Cross-section of dry deer skin x 100 

Plate 2. Cross-section of deer skin after 1 st. staking x 100 

Plate 3. Grain surface of the white leather x 300 

Plate 4. Collagen fibre in the white leather x 300 

Plate 5. Elastin fibre of a deer skin x 100 

Plate 6. Reticular layer of a deer skin after 1 st. staking x 100 

Plate 7. Neutral fat in the white leather x 100 

Plate 8. Phospholipid in the white leather x 100 
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Plate 5. Plate 6. 

Plate 7. Plate 8. 


